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明るい社会のために
山梨県・甲府市立中道北小学校・六年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いだ),井田)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こう),恒)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せい),聖)
　ぼくが考える明るい社会とは、公正・公平で、人々が支えあって楽しく生活できる社会だと思います。
　ぼくは、しっかりとではないですが母が見ているニュースを一緒に見てる時に、必ずといっていいほど犯罪に関する報道があり、その多さにとてもおどろきました。ぼくは、その報道を見て、人間初めから悪い人はいないと思うし、さみしかったり、自分をコントロールできなくなったりするのではないかと思いました。
　ぼくも学校生活の中で、自分で自分の気持ちをコントロールできなかった時がありました。家庭科の時間にエプロンが少し小さくて今、考えるとなんでと思うけど、エプロンをつけたくないと、わがままを言って先生やみんなをこまらせてしまいました。ぼくのせいで、みんなの家庭科の時間を少しおくらせてしまいました。そのことで先生から連絡をうけたお母さんが家で泣いていました。お母さんが「エプロンが小さくなっていたのを気づかなかったのは悪かったけれど、まったく着ることができなかったの？たった二時間もがまんができなかったの？友達や先生に迷わくかけてまでも、その気もちは、がまんできなかったの？。」と言われました。泣いて話をするお母さんを見て後悔しかありませんでした。どうしてぼくはあの時なんでエプロンがきつかったことをあんなにもいやだったのかみんながどんな気持ちでわがままを言っているぼくを見ていたのかいろんなことを考えました。なんで自分の気持ちをコントロールして落ちついて周りの人のことを考えられなかったのかけっきょく自分がいやだと思ったり自分が悲しかったりすると、人のことを考えられずにくしみや、いかりに変わり、自分をコントロールすることができなくなる時があるのだと思いました。
　しかし、自分もそんな経験をしたことで、もしかしたら、犯罪をやってしまった人にもいろんなコントロールできない気持ちや、きっかけとなってしまったことがあるんだと考えることができました。
　次の日の朝、お母さんが学校に行くぼくに、「落ちついてその行動は自分のわがままではないか？みんなにいやな思いをさせてないか考えてから行動してみてね。」と言われて、
「今日も一日がんばってね。」と毎日げんかんからぼくが見えなくなるまで、見送ってくれているお母さんがいること、そんなことをやったぼくでも、学校に行けば変わらず話しかけてくれる友達がいてくれること、いっぱいの人に支えられているから、ぼくは、少しずつでも自分の気持ちを落ちつかせて、コントロールしていけたらと心から思いました。
　ぼくは、社会から犯罪をなくすためには、心の支えになるものが絶対に必要だと思いました。家族やみんなに支えられているぼくは、弱い自分を受け入れて、人に感謝の気持ちをもって、自分がだれかを支えられる強い自分になりたいと思いました。
　ぼくの経験は、社会でおきていることから見たら、たいしたことではないけれど、人の気持ちが変わるきっかけは、ほんのささいなことなのかもしれないと思いました。支えてくれる人がいたり、まわりと自分をくらべすぎることをやめることが大切だと思いました。社会にかかわる大人やぼくたち全員で、さべつをなくし、みんなで手をとり合って声かけしたり、見守りながら生活していけたらいいなと思いました。
　今のぼくには、たいしたことは、できないけど、まず自分の周りにいる人たちのことを大切に思ってさべつする気持ちをなくしていって、今、自分がこうしていれることが幸せなんだと言う気持ちをもちつづけて、いつかだれかを支えて、助けることができる強い人になれたらいいなと心から思いました。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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